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１．目的
歯科医療の分野もＣＡＤ/ＣＡＭ化は加速している。その精度は日々向上しており、口腔内を光
学印象採得が行える時代である。口腔内光学印象機器の国内普及率は５～６％とまだ低いが、
今後ますます加速することが予想される。今回、その有用性を検証すべく口腔内光学印象によ
るＣＡＤ/ＣＡＭインプラント上部構造を製作したので報告する。

２．方法

口腔内インプラントチタンベースにスキャンボディーを装着し光学印象を行う。データをラボ
へ送りアバットメントの製作、同時にインプラント上部構造を高透光性ジルコニアで製作す
る。

３．使用材料・システム
・システム：DentsplySironaアトランティス・シロナコネクト
・口腔内スキャナー：DentsplySirona CEREC Omnicam
・スキャンボディー：アトランティススキャンボディー
・インプラント：OsseoSpeed TX3.5,4.0‐Aqua
・アバットメント：スクリューリテインアトランティス ゴールドシェードチタン
・セメント：クラレノリタケパナビアV5
・上部構造（高透光性ジルコニア） ：アイキャスト BELLEZZA
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５．スキャンボディーを装着⇒口腔内スキャン
口腔内スキャンデータをラボへ（株シケン）

６．アバットメントデザインに必要なエマージェンス形状、

マージンポジション等のデザインデータを送信
DentsplySironaでデザイン開始
ラボ・Ｄｒの双方がデザインを確認しアバットメント製作

７．アバットメント製作と並行してラボ（株シケン）で
上部構造デザイン、製作

９．考察及び展望
昨年、光学印象を用いた一般補綴物製作を（ジルコニア年間約８００本）スペーサー６０μ・バイ
ト接触５０μ・コンタクト接触２５μという設定値で行ってきたが、調整を要する症例は少ない結
果となった。
今回、インプラント上部製作時も、これまでの一般補綴製作と同様の設定値で製作した。
口腔内イプラントへの適合は問題はなかったが、コンタクト・バイトについては調整を要したた
め、 今後インプラント上部構造製作時は設定値の変更が必要となった。
光学印象が従来の印象法より精度において優れていることは周知であり、印象時のポジショニ
ングのズレもないため、口腔内スキャナーを用いたアバットメント及び上部構造製作は、ミスも
少なく正確な補綴物製作のワークフローとして確立されていくと言える。
しかしながら、全てのインプラントに対応したCADシステムは確立されていないため、CADデザ
インソフトと加工機の選定、的確な設定値について今後検証していきたい。
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患者の要望により、セメント
固定式からメンテナンス性の
良いスクリューリテインに変
えたい

８．口腔内調整後写真、デンタル画像
コンタクト、バイトに調整を要した


